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The sense of mission within victims of The Great East ]apan Earthquake: A content analysis 
study of victim statements 
Yasuhiro Aikawa (Graduate School 01 Com戸rehensiveHUJ仰 η Sciences，Universiか01Tsukuba， 
Otsuka， Bunkyo 112-0012， Ja戸αn)
Yutaka Matsui (Faculty 01 Human Sciences， Um:versiか01Tsukubα， Tsukuba 305-8572， Jaμn) 
We conducted an exploratory investigation into the sense of mission towards the incident and 
the behavioral and psychological PI鴫ocessesof individuals embracing a sense of mission through 
content analysis of texts written by victims of The Great East ]apan Earthquake. Sixty-nine texts 
were sampled from eight volumes of reports and direct memorandums from victims of the disaster冊
stricken region. The results of content analysis， used to c1assify and categorize the victim's statements， 
classified 10 texts under a category relating to sense of mission and assigned 13 texts to a category 
relating to the behavioral and psychological processes of individuals who embrace a sense of mission. 
Thr命oughmultiple correspondence analysis， the categories were divided into four groups: namely， 
psychologically resonant， compassionate towards victims， duty accomplishment， natural perfor・mance.




























































下村， 2006) 0 1職業威信」の概念は，各職業が本来
もっている職責や使命との関連で定義されている。






















































ているのが， IPost Traumatic GrowthJ (心的外傷後
成長)J(以下 PTGと記載)である。 PTGとは f危
機的な出来事や圏gntな経験における精神的なもがき
や闘いの結果生じる ポジティブな心理的変容の体
験J(Tedeschi & Calhoun， 2004) と定義される。
宅 (2014)はTedeschi& Calhoun (2004) による
分類に従って. PTGを次の 5つの領域に分けて説



























は. Klass， Silverman， & Nickman (1996) が




































































































































文献名 著者 発行年 事例数 職業・役職
無から生みだす未来 千Ij1谷隆史 2013 10 社長・|主体役員
救命 海立尊 2014 5 医者
使命 岩手県警察本部 2013 14 警察官
あなたへ 講談社ピーシー 2014 9 警察官
自衛隊員たちの東日本大震災 大場一石 2014 9 自衛官'
自治体職員の証言と記録 自治労連 2014 20 自治体職員
6枚の壁新聞 石巻日 EI新聞 2011 社長









































使命感① IHTの惨状を見て， これからつくる女川は津波で一人の命も落と 7事例(社長・その他
(任務の認知) さないIl]にしなければならない」と思ったのです。 5.医者 1.警察官 1) 
使命感① 自分は図っている人を助けたいがために警察宮になったという初 14事例(社長その他
(任務の自覚) 心が頭をよぎり， 1絶対にこの人を助ける」という思いが込み上 2. I玄者 3，警察官6，
げた。 底的体i肢員 3) 
使命感① 泥だらけになっても，ずぶj需れになっても， どんなところにでも 1事例(医者 1，警察
(任務遂行の責任感) 行くつもりでした L，体力が続く|浪り任務にあたる覚悟でした。 官2， 自衛官5，自i古
体l搬員 3) 
課せられ意識 震災から 3ヶ月後，ガレキの中から看板が見っかりました。分揮 6事例(社長その他
い一枚板に「リアスの詩農林水産大臣賞受賞マルキチ阿部商j苫j 4. I~者 1 ，警察官 1) 
という文字がおJまれています。その看板は「頑張って，ゃれ(再
建しろ)Jと伝えたいんだな， と受け止めました。
自然な役割意識 来~長自失としながらも白衣を纏ってしまうんです。 医者の本能で 5 事例 (I~ 者 4. 事安祭
すかね。 官1) 
天命の意識 「残してやったから，会社の発展で、はなく， IlfJの復IE，復興に力 5事例(社長その他
を尽くせjという特別なメッセージとして。在、は受け取りました。 4.医者 1) 
職業的使命行動 襲来が予想される津波のため一刻も早く大船渡警察者に戻り恥災 14事例(社長その他




いと思う。それが生き残ったわれわれの使命なのである。 職員 1) 
一時的使命行動 徐々に火が迫ってくるなかで 彼らの気持ちを奮い立たせたの 1事例(蓄を察官8， 自
はT 警察官としての使命感しかなく. 1声が開こえてきた以上? j台体l隊員 3) 
必ずjj]けるjといった気概だけだったと思しZます。
持続的使命行動 東日本大震災警備に従事した響察官の 1人として，この経験を後 9事例(社長その弛
世に伝えていくことが，荘、に諜せられた使命の 1つであるとの気 5. 警察官2. I~I 治体
持ちを)1旬に，これからの警察官人生を歩んでいきたい。 職員 2) 











r=1己変容 *忠えば長災から I~I 分の考え方は大きく変わりました。震災前は 9事{タIJ(社長その他
1引退があってもあきらめていました。震災後は，問題があればWi' 7，医者 2) 
1とすればいい，併がとすることは11¥日明!ではない， と考えるようにな
りました。
* I~I 分はもともと怠惰で，真面白， W)J~I也人を引っ張ることとは
対極にある人間です。でもこれだけのことがあって，変わらない
のはl肢です。
I~I 己 iヨ (:IIJ 的な思い 震災後に気持ちに大きな変化がありました。公務員である '~I 分， 3事例(社長その他
保健nilである自分， ぐうたらな自分， どんな自分でも正直に生き 1 ，医者 1， 自治体職




の交流 必を背負い女)1のために頑張って「流されたじいさんにほめられ 6， I~l 治体J~現員 2 ) 
たいjと忠っています。
生かされ感覚 あの交差点で立ち止まらなかったら， I~j 分も確実に死んでいた。 9事例(社長その他
あとから考えればぞっとします。「生かされたJという思いです。 5，医者 2 警察官十
自治体JftU司1) 
リセット 解放感覚 津波は「しがらみ」ゃ「時代に合わないものjも流してしまいま 4事例(社長その他
した。リセットボタンを押してもらった。 4 ) 
存在意義に悩む もうバッジ、の仕事で、はなくていいのではないか。どんな職種でも 7事例(社長・その他
力になれる。「もう俺には政治家は41叫HJという気持ちで過ごし J つ 医者 2，警察官 1，
ました。 自治体職員 1) 
任務を優先 隊員たちは家族のことが心配であっても任務優先と心得ており， 6事例(医者 2， Igl衛
それを仁川fこ1':1:'1しませんでした。 'f~Ç 4 ) 
予くない気持 今ITの災害ilR遣で.辛いと思ったことはなかったかと，いろいろ 5事例(医者 2 |三1ifjt 
な方から1mかれましたカ大そのように思ったことはありませーん。 官 3) 
i皮災者 l こ ;('ji われる!~ 「ご苦労桟です，がんばってくださいJとおにぎりを差し入れし 9事例([*者 1，警察
党 てくれる。「何か由ったことがあればいつでも言ってくださいね」 官 6，l: itwl~r 2 ) 
と見7 をかけてくる。，と!う子たちカ~~守っていると思っていた人たち
に，実は I~I 分たちの方が支えられていたのだと気付かされた。
被災後の心的簡撃 l{liUJ， EIの出]IIjに女JIのIUTに下りて行きました。あまりのことに， 7事例(社長・その他
悲しさ。半さを通り j~ して，呆然と圧倒されるだけでした。 2，医者1.警察官 2，
I~I it;γ@' 2) 
ヲヒをjttH¥ うずくまって， Iああ， もう死ぬなあ」とあきらめ， I~l をっぷり 11事例(社長その他
ました。 7， 125:者 2 警察官 1， 
1~llf:ì体 J~故主11)
1[，念 1Hf;力感 次々と発見されるご遺体を見て，自分のJlr，力さ 1 そして l人の命 9事例(医者 1，警察
しかj支えなかったという後ι悔の念にかられました。 官 6， '~I i前官1. ，gl治
体J~故員 1 ) 
組 IlJ~の疲労 :1犬態 特jまで働いてなザぜこんなにしんどい)よい、をするのかと忠います。 9事例(社長・その他3，
悲惨きわまりないです。 ilt波で助かったのに，仕事で、死んでしま 医者 1，警察官 3， '~I 街
うのではないかと。 官1. ，gI1f:ì体Jrf&i~ll ) 




























































{誌は0.73，第 21[il]j の国有値は0.58，第 31樹!の I~ 有 f自
は0.47であった。
















第 1jli -0.4以上0.1以下第 2i[I]1 -0.1以ヒ0.4以下













































任務を優先 1.5 ~ 遺志の受信 「。 I 死者との交流 i
i 生かされ感主主陸自衛官 ' 
第 1給
rーー 白ー-










社長・その他 医者 警察宮 自衛官 自治体職員 F検定
第 1~qh n 11 6 19 7 16 F =12.39 
MEAN 0.81 -0.35 -0.13 -1.98 -0.32 df= 4，54 
SD 0.44 1.18 0.65 0.61 1.1 p<.Ol 
第2iJIll n 11 6 19 7 16 F= 5.12 
MEAN 0.35 0.38 -0.73 1.27 -0.02 df= 4，54 
SD 0.56 0.80 0.83 0.91 1.60 










としての強さJ(Tedeschi & Calhoun， 2004)を獲得
したためと説明できる。
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